
学校沿革史
錦町立木上小学校

年 月 事 項

明治 ８ ２ ○学制発布を受けて、木上村岩城２７３の１に覚井小学校が創立される。
２４ ４ ○覚井小学校新校舎が落成する。
２５ ４ ○それまでの覚井小学校を「木上尋常小学校」と改称する。
３３ ５ ○教室不足のため、旧役場を借用して教室とする。
３５ ４ ○校舎を増築する。
３７ ５ ○二部授業編成が許可される。
３８ ４ ○修業年限２ヵ年の｢高等科｣を併置し｢木上尋常高等小学校｣と改称する。
４１ ４ ○高等科を廃止し、｢木上尋常小学校｣と改称する。同時に卒業児童を５学年

に、高等科１年児童を６学年に編入する。
大正 ４ ４ ○修業年限２ヶ年の｢高等科｣を併置し、｢木上尋常高等小学校｣と改称する。

６ ４ ○２階建て校舎１棟を増築する。
昭和 ２ ５ ○２階建て校舎１棟と講堂及び校長住宅を新築する。

１６ ４ ○国民学校令により「木上村立木上国民学校」と改称する。
２２ ４ ○教育制度改革（６・３制）により、「木上村立木上小学校」と改称する。
３０ ７ ○３ヶ村（木上・一武・西）合併により「錦村立木上小学校」と改称する。

○鉄筋校舎３階建て、第一期工事として６教室落成（２２０坪）。
３１ ３ ○鉄筋校舎３階建て、第二期工事として６教室落成（２２０坪）。

○創立８０周年記念式典を挙行する。
３２ ４ ○木造２階建て８教室、並びに給食室を改築する（１３８、５坪）。

５ ○運動場南側の金網張りが完了する。
３３ ８ ○体育倉庫を新築、並びに給食室の第二次改築を行う。
３４ ５ ○村内有線電話が開通する。

８ ○講堂に通ずる渡り廊下の板張りが完成する。
３５ ２ ○ＰＴＡ奉仕作業の一環として、運動場に盛り土をする。

５ ○給食用井戸の改修工事を実施、併せて水道改修工事も実施する。
○公衆電話が本校に設置される。

８ ○木造校舎の西側土間の板張りが完成する。
３６ ８ ○給食室の第三次改修（模様替え工事）を実施する。
３７ ５ ○校舎北側の石垣建設工事が完成する。
３８ ４ ○給食室の第四期改修（プロパンガス取付工事）を実施する。

８ ○鉄筋校舎トイレの排水管改修工事を実施する。
１１ ○講堂及び校舎の雨漏り修理工事を実施する。

３９ ６ ○水族館を建設する。
４０ ４ ○町制施行により「錦町立木上小学校」と改称する。

８ ○運動場拡張により、第二運動場が完成する。
４１ １０ ○寄贈により国旗掲揚台を建設する。
４１ １２ ○鉄筋校舎より運動場に通じる陸橋を架設する。
４４ ３ ○前庭造園が完成する。

７ ○元木上中学校の跡地に運動場改造工事を実施する。
○鉄筋校舎の１階床をコンクリートに改造する。

４７ ８ ○学校プールが完成する。
５０ １１ ○創立百周年記念式典挙行、記念碑の除幕式並びに記念事業が完成する。
５１ ３ ○プール周囲の鉄柵及び運動場固定施設の塗装工事を実施する。
５２ ４ ○始業式時点で学級数１０学級、職員定数１５名、児童数２８１名。
５３ ４ ○始業式時点で学級数９学級、職員定数１３名、児童数２７５名。
５３ ３ ○運動場整備完了。昭和５２年度卒業記念として国旗掲揚台を新設する。
５４ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１２名、児童数２５６名。

４ ○給食室改造工事を実施する。無人警報機を設置する。
５５ ４ ○始業式時点で学級数９学級、職員定数１３名、児童数２６５名。
５５ １ ○運動場北側の山崩れが始まる。（体育館の建設予定地）
５６ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１２名、児童数２５５名。

３ ○体育館が３月２０日に落成する。併せて渡り廊下も完成する。
５７ ４ ○講堂の解体工事を実施する。
５８ ４ ○始業式時点で学級数７学級、職員定数１１名、児童数２５２名。

４ ○始業式時点で学級数７学級、職員定数１１名、児童数２５９名。
８ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１３名、児童数２７８名。
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５８ ２ ○屋上水槽及び東側トイレの修理工事を実施する。
５９ ３ ○陸橋両脇のブロック工事を実施する｡学級増に伴う教室移動作業を実施する｡
５９ ４ ○町から遊具施設費５０万円､図書館費５０万円の補正予算で内容が充実する｡
６０ ５ ○始業式時点で学級数９学級、職員定数１５名、児童数２８５名。
６１ ４ ○下水溝の改修工事（運動場からの排水工事）を実施する。

○始業式時点で学級数１０学級、職員定数１６名、児童数３００名。
９ ○昭和６１年度、５４名の新入生による入学式を実施する。

１０ ○学校環境整備促進会第１回総会を実施する。
６２ ２ ○新校舎の建設起工式を実施し、建設工事が開始される。

４ ○学校環境整備促進会が新校舎建設現場の視察を行い今後の活動を協議する。
８ ○始業式時点で学級数１０学級、職員定数１６名、児童数２９７名。

○新校舎が完成する。旧校舎さよなら集会を開き全校児童で移動作業を行う。
９ ○マイ・タッチ計画により３台のコンピュータが導入される。

１１ ○新校舎テープカット式を挙行する。
○椎葉元介教頭、田中洋一郎校医の寄贈による学校案内板を取り付ける。

１２ ○新校舎落成式及び祝賀会を挙行する。
○本校卒業生立石正志氏から１０万円相当の図書が寄付される。

１ ○学校環境整備促進会を開催する。
６３ ３ ○旧校舎の解体工事が始まる。

４ ○昭和６３年度卒業生及び錦町社会福祉協議会から収納棚が寄贈される。
○始業式時点で学級数１１学級、職員定数１７名、児童数３０１名。

８ ○校地東側土手に「クヌギ」を１４０本植樹する。
○プール浄化槽のモーターを取り替える。

１０ ○校舎南の花壇造成工事を実施する。
○体育施設遊具の修理と移転及び運動場改良工事を実施する。
○本校卒業生「昭七会」が「モクセイ」を記念植樹する。

１ ○本校卒業生（昭和３３年度）有志から「校歌額縁」他が寄贈される。
平成 元 ４ ○昭和天皇の崩御に伴い、元号が「平成」と改元される。

○始業式時点で学級数１１学級、職員定数１７名、児童数２９９名。
○本校卒業生（昭和１７年度）が「ヤマモモ」を記念植樹する。

４ ○球磨カントリー倶楽部の寄贈により「ツツジ」２５０本を植樹する。
７ ○運動場東側より南側にかけて排水溝の改良工事と芝生の植え付けを実施する｡
９ ○プールサイドの日除けを設置する。

１１ ○運動場の補修工事を実施するとともに防球ネットを設置する。
２ ○校舎改築３周年記念として県立劇場館長鈴木健二氏による講演会を開催する｡

○パソコン室（視聴覚室）の配線工事を開始する。
４ ○平成元年度卒業生から体育館に校歌レリーフが寄贈される。

平成 ２ ４ ○始業式時点で学級数１１学級、職員定数１７名、児童数３０９名。
４ ○本校卒業生（昭和５年度生まれ）が「ケヤキ」を記念植樹する。
４ ○本校卒業生（第１３回卒業生）が「コウヤマキ」を記念植樹する。
５ ○本校卒業生（平成元年度）から図書券が寄贈される。
７ ○職員室・保健室に冷房装置を設置する。
８ ○体育館周囲の側溝にコンクリート蓋を付設する。

平成 ３ ４ ○始業式時点で学級数１１学級、職員定数１７名、児童数３１２名。
４ ○運動場東側排水工事を実施する。

平成 ４ ４ ○始業式時点で学級数１１学級、職員定数１７名、児童数３１０名。
６ ○校舎北側に農具倉庫を設置する。
８ ○校舎北西側に飼育小屋を設置する。

平成 ５ ４ ○始業式時点で学級数１２学級、職員定数１７名、児童数３２８名。
８ ○校舎３階６年１組普通教室に冷房装置を設置する。
９ ○校舎東側２階の廊下の改良工事を実施し、延長する。

平成 ６ ４ ○始業式時点で学級数１２学級、職員定数１７名、児童数３３１名。
８ ○本校卒業生（昭和６３年度）から図書館用机４台が寄贈される。
２ ○小プール完成、大プールの改良工事を実施する。

平成 ７ ４ ○始業式時点で学級数１１学級、職員定数１６名、児童数３０７名。
９ ○校舎西側道路沿いのフェンス改良工事を実施する。

○校舎西側２階トイレ側面改修工事を実施する。
平成 ８ ４ ○始業式時点で学級数１１学級、職員定数１６名、児童数２９２名。

８ ○校舎東側１階トイレ側面の改修工事を実施する。
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平成 ９ ４ ○始業式時点で学級数１０学級、職員定数１５名、児童数２６０名。
８ ○校舎２階東西児童用トイレ側面改修工事を実施する。
９ ○学校環境整備促進会を開催する。

１１ ○第１回「きのえふれあいふるさとまつり」を開催し約８００名が来校する。
平成１０ ４ ○始業式時点で学級数９学級、職員定数１５名、児童数２６０名。

７ ○学校環境整備促進会を発展改称し｢木上ふるさと活性化委員会｣が発足する。
１０ ○秋季ふれあい大運動会を開催する。
１１ ○文部省指定伝統文化教育推進事業実践活動発表会で２年間の研究を発表する｡

平成１１ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１４名、児童数２３６名。
平成１２ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１４名、児童数２３８名。

１１ ○熊本県教育委員会委託「錦町学社融合推進事業」啓発大会を開催する。
平成１３ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１６名、児童数２３０名。

５ ○熊本県教育委員会から「学力充実研究推進校」の指定を受ける。
９ ○校舎２階に「コンピュータ室」が完成する。

平成１４ ４ ○始業式時点で学級数７学級、職員定数１５名、児童数２２１名。
１０ ○熊本県教育委員会指定「学力充実」研究発表会を実施する。
３ ○県道木上－水上線より学校までの道路を拡張する。

平成１５ ４ ○始業式時点で学級数７学級、職員定数１５名、児童数２０５名。
３ ○体育館横正門の白御影石製門柱の除幕式を行う。
３ ○平成１５年度卒業生が体育館前に「キンモクセイ」１本を記念植樹する。

平成１６ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１５名、児童数２０３名。
４ ○平成１５年度卒業生・ＰＴＡ・木上ふるさと活性化委員会の寄贈で正門の門

柱に「校訓板」を設置。
平成１７ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１５名、児童数１９７名。

５ ○平成１６年度卒業生から卒業記念としてステージ演題昇降機設置
○二宮尊徳像を木上コミュニティーセンターより移転

平成１８ ４ ○始業式時点で学級数６学級、職員定数１２名、児童数１８６名
○平成１７年度卒業生から、テント１張り及び登校旗購入費用補助

５ ○熊本県教育委員会から「環境教育研究推進校」の指定を受ける。
８ ○プール吸排水口の吸引防止修理実施。
３ ○平成１８年度卒業生から、簡易テント１張り寄贈。

平成１９ ４ ○始業式時点で学級数７学級、職員定数１３名 児童数１９５名
１１ ○「環境教育研究推進校」研究発表会
２ ○学校版環境ＩＳＯコンクール優良賞受賞
３ ○平成１９年度卒業生から、簡易テント１張り寄贈。

平成２０ ４ ○始業式時点で学級数７学級、職員定数１４名 児童数１９４名
１１ ○保健室に温水シャワー設備設置
３ ○平成２０年度卒業生から、簡易テント１張り寄贈

平成２１ ４ ○特別支援学級新設
４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１４名 児童数２０３名

平成２２ ４ ○始業式時点で学級数７学級、職員定数１３名 児童数１９５名
６ ○学校ＩＣＴ環境整備事業でパソコン、プリンター、大型テレビ、電子黒板導入

１０ ○太陽光パネル設置
○特別支援学級増設

平成２３ ４ ○始業式時点で学級数９学級、職員定数１５名 児童数２０６名
８ ○音楽室、図工室に転落防止柵設置、音楽室床面フローリング工事

平成２４ ４ ○始業式時点で学級数９学級、職員定数１５名 児童数２０１名
８ ○階段手すり工事、体育館天井改修工事、渡り廊下塗装工事

平成２５ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１４名 児童数１９５名
１２ ○校長室、職員室、保健室、全教室に空調設備設置

平成２６ ４ ○始業式時点で学級数９学級、職員定数１５名 児童数１９７名
○熊本県教育委員会から「学校改革プロジェクトモデル校」に指定される。

８ ○児童用タブレットパソコン２４台、電子黒板６台、書画カメラ６台導入
平成２７ ４ ○始業式時点で学級数９学級、職員定数１６名 児童数１７９名

１１ ○学校改革プロジェクト支援事業中間報告会及び公開授業実施
平成２８ ４ ○始業式時点で学級数７学級、職員定数１４名 児童数１６９名

８ 〇大規模改修工事（校舎外壁塗装、屋根取付、校舎児童用トイレ改修、校舎床改修）実施
１１ ○ＩＣＴを活用した「未来の学校」創造プロジェクト研究推進校公開授業研究会実施

平成２９ ４ ○始業式時点で学級数７学級、職員定数１４名 児童数１６７名
１１ ○錦町指定学力充実推進校公開授業研究会実施

平成３０ ４ ○始業式時点で学級数７学級、職員定数１４名 児童数１６６名
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平成３１ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１５名 児童数１５８名
４ ○特別支援学級（知的障がい学級）さくら学級増設
５ ○５月１日 「令和」に改元
３ ○新型コロナウイルス感染症対応のため臨時休業（３月２日～３月２４日）
３ ○新型コロナウイルス感染症対応のため卒業証書授与式を来賓・在校生なしで実施

令和２ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１５名 児童数１４０名
４ ○新型コロナウイルス感染症対応のため入学式を来賓・在校生なしで実施
４ ○新型コロナウイルス感染症対応のため臨時休業（４月１４日～５月３１日）
７ ○豪雨災害のため臨時休業（～７／１０）

令和３ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１４名 児童数１４４名
４ ○新型コロナウイルス感染症対応のため入学式を来賓・在校生なしで実施

１１ ○錦町学力充実研究推進校事業公開授業研究会実施
２ ○体育館トイレ全面改修工事実施
３ ○新型コロナウイルス感染症対応のため卒業証書授与式を来賓・在校生なしで実施

令和４ ４ ○始業式時点で学級数８学級、職員定数１４名 児童数１４２名
４ ○新型コロナウイルス感染症対応のため入学式を来賓・在校生なしで実施


